
第
二
節

第
三
節

結
論

注寸ヽー 序本
論第

一
章
萬
第
集
に
於
け
る
「
者
」
字
の
用
法

第
一
節
助
詞
を
表
わ
す
川
法

第
二
節
浜
文
の
不
説
助
字
と
し
て
の
用
法

第
三
節
人
及
び
生
命
あ
る
も
の
を
表
わ
す
川
法

第
四
節
字
音
仮
名
と
し
て
の
川
法

第
五
節
ま
と
め

第
二
章
萬
葉
集
と
古
事
品
・
日
本
巾
話
2

・
風
土
記
と
の
比
校

第
一
節
古
事
記
・
日
本
中
＂
紀
・
風
土
記
の
歌
に
於
け
る
「
者
」
字
に

つ
い
て

萬
葉
集
と
古
事
記
•
H

本
再
紀
・
風
土
記
と
の
比
較

字
音
仮
名
用
法
に
つ
い
て

研

究

目

次

古
典
を
品
む
J
g
^
1
1
、
"
収
も
柁
紅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
現
代
人
の
感

沈
で
古
典
の
．

r.

＂
船
を
と
ら
え
た
り
、
諒
人
的
直
感
で
も
っ
て
紐
宜
し
よ
う
と
す

る
誤
り
を
お
か
し
が
ち
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

惑
船
船
を
本
当
に
味
わ
う
に
は
、
脱
船
時
代
の
人
人
の
生
訴
の
中
に
入
っ
て

い
く
こ
と
が
必
癌
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
成
鉗
人
と
共
通
な
誼
話
感
Jt
で
砒

む
•
Jと
が
必
疫
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
限
り
、
泌
船
集
の
正
し
い
緻
収
が
出
来

る
わ
け
は
な
く
、
ま
た
、
現
在
で
は
何
に
も
感
ぜ
ず
に
使
っ
て
い
る
暉
叩
句
の
内

に
、
古
代
人
の
深
い
心
が
滸
ん
で
い
る
の
に
気
付
く
こ
と
は
出
来
ま
い
。

し
か
し
、
私
達
が
北
1
1
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
て
、
そ
の
慈
味
す
る
と
こ
ろ
を

疑
い
も
し
な
い
で
あ
ろ
う
「
父
」
「
け
」
と
い
っ
た
煩
の
話
に
し
て
も
、
果
し

て
、
当
時
、
現
代
の
私
達
と

M
じ
よ
う
な
．
ぶ
口
渾
叩
惑
立
で
川
い
ら
れ
て
い
た
の

か
、
い
か
な
る
慈
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
萬
策
化
を
は
じ
め
、
他
の
上
代
語
文
献
に
関
し
て

も
、
川
字
法
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
私
は
、
戒
狛
染
に
於

．．
 り

）＇ 

参
む
文
献

萬
梨
集
の
歌
に
於
け
る
「
者
」
字
に
つ
い
て

I.I 

野

雅

"5 ’
 

l
L
'
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第
一
の
用
法
は
、
助
詞
を
表
わ
す
川
法
で
あ
る
。

゜

い
吾
者
妹
念
（
ニ
・
ニ
ニ
三
）

゜

＠
見
者
悲
毛
（
一
・
三
三
）

゜

り
心
者
忘
日
無
（
四
・
六
四
七
）

い
は
「
ハ
」
、
⑲
は
「
バ
」
、
⑲
は
「
ニ
ハ
」
と
澗
ま
れ
て
い
る
。
い
は
複

}
t
ト
ハ
し
；
は
じ
•
あ
い
み

．．
 

；‘
 

合
助
詞
を
表
わ
す
も
の
で
他
に
、
妹
占
不
レ
喚
（
三
・
ニ
八
六
）
相
見
者
（
四

lb
み
も
わ
れ

9
.

＾

•
六
五
四
）
利
毛
吾
者
(
+
一
・
ニ
六
六
一
）
の
例
も
あ
る
。
注
邸
す
べ
き

は
、
「
者
」
自
身
を
「
ハ
」
「
バ
」
「
ニ
ハ
」
と
澗
む
の
か
ど
う
か
、
つ
ま

り
、
「
者
」
が
音
表
記
と
し
て
使
JII
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
こ

第

萬
梨
集
の
歌
に
於
け
る
「
者
」
字
の
川
法
は
、
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
述
べ
て
い
く
。

第

本

, . ..,. 
!HJ 

章
論

け
る
「
者
」
字
の
用
法
を
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
際
同
じ
上
代
文
献
で
あ
る
古

事
記
・
日
木
巾
1

紀
・
風
土
記
に
於
け
る
「
者
」
字
の
川
法
と
の
比
較
研
究
と
い

う
方
法
を
と
っ
た
。

し
か
し
、
筑
梨
集
は
主
と
し
て
韻
文
で
あ
り
（
題
詞
、
左
注
は
散
文
と
す
。
）
、

他
文
献
は
主
と
し
て
散
文
で
あ
る
。
訊
文
と
散
文
と
で
は
、
自
づ
か
ら
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
慈
識
が
異
な
る
の
で
、
そ
の
表
記
法
も
当
然
媒
な
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
語
文
献
を
、
歌
と
散
文
と
に
分
け
、
萬
旅
艇
ぱ
歌

が
中
心
で
あ
る
の
で
、
こ
の
う
ち
、
歌
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

と
で
あ
る
。
た
だ
、
「
名
」
が
あ
れ
ば
、
助
詞
と
し
て
「
ハ
」
「
バ
」

．．． 

こ
と
訓
ま
れ
る
の
で
、
助
訓
を
表
わ
す
川
法
と
い
う
表
視
を
し
て
い
る
の
で

あ
る
。し

か
し
、
叫
か
に
「
ハ
」
と
澗
ん
だ
例
と
し
て
、y
"
I
L
i
為
々
寸
（
一
六
•
三

八

0
0
)

の
例
が
あ
り
、
ま
た
、
防
久
先
生
が
『
腐
菜
化
に
於
け
る
「
行
」
字
の
川
法
』

（
癌
梨
第
二
十
一
り
グ
）
の
中
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

平
安
時
代
、
平
仮
名
が
兒
生
す
る
や
「
者
」
の
耶
体
を
平
が
な
の
「
は
」
と

し
て
頻
緊
に
使
川
し
た
こ
と
か
ら
、
「
者
」
の
澗
は
、
次
第
に
、
「
ハ
」
に
固

定
し
て
い
っ
た
と
労
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

S
切
り
に
対
し

〇
廿
沿
切
(
+
一
・
ニ
七
一
四
）

⑤
J
見
(
+
一
・
ニ
四
二

0
)

⑪
（
は
）
心
千
過
雖
レ
念
(
+
一
・
ニ
三
七
一
）

の
如
く
、
「
者
」
を
表
品
し
な
い
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
省
略
が
行
わ

れ
る
の
は
、
省
略
し
て
も
当
代
人
に
は
理
鮒
で
き
た
と
思
わ
れ
る
均
合
で
あ
る

合
l
)

こ
と
、
如
罰
良
軸
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
各
務
に
つ
い
て
、
助
詞
ハ
・
バ
複
合
助
詞
ニ
ハ
・
ト
ハ
・
テ
ハ
・

ヲ
バ
表
記
に
お
け
る
「
者
」
字
の
使
川
頻
殷
と
省
略
頻
度
と
を
潤
ぺ
て
み
る

と
、
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

「
者
」
使
川
は
、
頻
度
の
多
い
咎
少
い
巻
に
、
二
大
別
で
き
る
が
、
い
づ
れ

も
「
ハ
」
を
表
わ
す
の
に
多
く
川
い
ら
れ
て
い
る
。
省
略
も
「
ハ
」
を
表
わ
す

均
＾
11

に
多
い
。
助
詞
ハ
は
主
格
と
な
る
領
に
つ
く
場
合
が
多
く
、
「
者
」
が
無

く
て
も
当
代
）
に
は
刑
解
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
111
心
わ
れ
る
。
ま
た
、
省
略
例

は
、
半
数
以
上
が
泌
9

十
一
に
集
中
し
て
い
る
。
光
J

十
一
に
は
、
人
脱
歌
集
所
出

-, 

-2-
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第
二
の
用
法
は
、
漢
文
の
不
読
助
字
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
更

に

三

つ

に

小

分

す

る

こ

と

が

出

来

る

。

．

り
比
者
（
三
・
ニ
三
六
、
四
・
六
一
―

!O以
下
略
）

．
 

＠
今
夜
乃
長
者
（
六
・
九
八
五
）

゜

り
中
々
者
（
四
・
六
―
二
）
（
家
持
歌
）

り
は
、
漢
文
に
於
け
る
「
者
」
の
用
法
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
も
の
で
、
「
打
」

が
時
を
指
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
「
者
」
は
不
読
で
、
「
コ
ノ
コ
ロ
」
「
コ

ロ
」
と
訓
む
。
他
に
、
頃
名
（
四
・
七
一
三
以
下
略
）
廼
者
(
+
•
一
九
八

ぃ
i

t

r

か
し
、
い
に

L
へ

四
）
今
者
（
三
・
三
―
-
＿
以
下
略
）
和
日
者
（
三
・
三
―
二
以
下
略
）
の

例
が
あ
る
。 第

節

歌
が
一
六
二
首
も
あ
り
「
人
腋
歌
集
に
は
テ
ニ
ヲ
ハ
を
省
略
し
た
佃
単
な
表
出

（注
2
)

が
見
ら
れ
る
」
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
膝
の
表
記
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
lfl心

わ
れ
る
。

第
三
の
川
法
は
、
「
人
及
び
生
命
あ
る
も
の
」
を
表
わ
す
川
法
で
、

字
そ
の
も
の
を
、
「
ヒ
ト
」
「
モ
ノ
」
と
澗
む
用
法
で
あ
る
。

S
生
者
遂
岳
死
物
が
打
者
、
（
三
．
―
-
面
九
）

⑲
生
占
死
云
山
小
し
小
不
レ
免
物
が
之
布
者

(
9
•四
六
0
)

り
或
名
，
4

斬
梢
無
跡
将
レ
念

(
1
0
・ニ――

10二）

⇔

見

占

・

日

水

郎

lif将
レ
見
釣
不
レ
為
ホ
『
（
七
・
―
―

10四）

ャ
'
9

td̂
 

節

「者」

⑲
は
、
「
者
」
を
音
仮
名
に
用
い
た
例
が
な
い
こ
と
か
ら
「
叩
」
「
か
人
」

「
也
」
と
阿
じ
不
読
助
字
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
上
の
語
と
二
字
で
「
ナ
ガ

i
，
け
さ

サ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
他
に
、
苦
者
（
六

・
1
0
0七）
W
辿
者
（
八
・
一
五
五

た
・
ぶ
し
ぶ

0
)
楽
者
（
九
・
一
七
五
三
）
吉
者
(
+
・
ニ
ニ
三
三
）
沢
者
(
+
九
•
四
二

六
六
）
の
例
が
あ
る
。

り
は
、
「
中
々
」
の
二
字
で
「
ナ
カ
ナ
カ
ニ
」
と
訓
み
、

助
字
と
さ
れ
て
い
る
。

「者」は不読の

＾ ロ
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第
四
の
用
法
は
、
字
音
仮
名
と
し
て
rJJ
用
法
で
あ
る
。
こ
の
川
法
例
は
、
集

中
、
一
例
の
み
で
あ
る
。

者
田
為
々
寸
（
一
六
・
三
八

0
0
)

こ
の
語
は
「
波
太
須
珠
寸
（
八
・
一
六
三
七
）
」
「
波
太
須
洒
伎
（
一
四
・

三
五

0
六、

II

・
三
五
六
五
）
」
「
波
太
須
酒
吉
（
一
七
・
三
九
五
七
）
」
と

も
表
記
さ
れ
て
お
り
、
「
者
」
を
「
ハ
」
と
訓
む
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

第

四

節

S
⑲
の
訓
に
つ
い
て
は
、
「
イ
ケ
ル
モ
ノ
」
「
イ
ケ
ル
ヒ
ト
」
の
二
説
が
あ

る
が
、
何
れ
も
、
生
者
必
減
の
意
に
解
し
て
い
る
。
注
秤
に
「
お
よ
そ
生
あ
る

者
と
い
ふ
意
で
イ
ケ
ル
モ
ノ
の
語
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
事
極
め
て
自
然
で

あ
ろ
う
。
」
と
す
る
の
に
従
い
、
「
イ
ケ
ル
モ
ノ
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
古
典
大
系
本
に
『
「
者
」
の
字
は
ヒ
ト
と
訓
む
の
が
古
訓
点
の

常
例
で
、
モ
ノ
と
は
読
ま
な
い
（
中
田
氏
）
』
と
注
し
て
い
る
。
集
中
、
字
行

仮
名
に
よ
る
「
ヒ
ト
」
表
記
は
多
数
存
在
し
て
い
る
が
、
「
モ
ノ
」
表
記
は
見

（注
'
J
)

＇
ベ
・
ウ
く
モ
ノ
．
ふ
．

当
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
本
書
紀
歌
謡
に
「
瀕
致
喩
匝
茂
能
茂
（
日
本
習
紀
・

巻
第
十
一
、
三
九
八
頁
）
」
と
あ
り
、
人
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
故
に
、
人
の
意
と
し
て
の
「
モ
ノ
」
と
い
う
語
も
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
い
＠
の
「
者
」
を
「
モ
ノ
」
と
訓
ん
で
抵
触
は
な
い
。

り
は
「
ア
ル
ヒ
ト
ノ
」
、

3
は
「
ミ
ル
ヒ
ト
ハ
」
と
訓
む
の
に
従
っ
た
。

こ
の
用
法
に
於
て
は
、
「
者
」
字
単
独
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
何
れ
も

「
生
者
」
の
如
く
連
休
修
飾
語
を
伴
い
、
句
頭
の
「
ヒ
ト
」
は
「
人
」
字
を
使

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
漠
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
用
法
に
従
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
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さ旦旦三三ニ・心

町五天盃lo豆 五 百 互 "
- JIJ --- =---

六哭査芸己己公夜 :n
例

＝数- .. 

均t ク~';_\:I 1.t ち？卓芸ささ
二: 0 = ;Jし<...) = .Iし Ll'-'%

. - -- . —.. -----翡
一芋 ==on. 四 0 0 数

． 

/ / 

？三ビ］三二二三I_乙._!(o -----
I m 

ニニニにニニニニニー
例

,!_三~!_こ二こ；
例第

ジ□1ジlジIジIジ17戸[7-:-罰

叫Al~一

第
一
川
法

.
l
 
•• 

‘
 

第

[II””i

第
三
用
法

幽
染
集
に
於
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
川
法
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
泣
i
」

字
の
全
用
例
に
対
す
る
各
JII
法
例
の
比
水
を
み
る
と
、
第
二
表
の
よ
う
に
な

9
0
 

7̀
 九

八
・
ニ
％
が
第
一
の
川
汰
で
あ
り
、
「
h
」
は
も
っ
ば
ら
助
詞
を
表
わ
す

の
に
使
わ
れ
た
と
息
わ
れ
る
。

次
に
多
い
の
が
、
第
一
一
の
JIJ
法
で
、
こ
の
川
法
は
た
J

に
よ
り
、
使
川
さ
れ
て

い
る
巻
と
使
用
さ
れ
て
い
な
い
咎
が
あ
る
。
漢
文
に
於
け
る
不
読
助
字
の
用
法

第
二
表

第

五

節

-5-



であることから、悦文のか索・のある人によって使川されたと考えら

れる。編葛行、喰録者の川字慈識を探る一助となろう。

第三の川松は、わずか四例であり、「モノ」澗は一一例のみであ

る。「モノ」の字背表記がないことから、人を表わすのには「ヒ

ト」の訴を使うのが止ll通で、「モノ」の語はあまり川いられなかっ

たとIll心われる，K代に於て「モノ」は神・鬼神に対して使われてお

り、敬滋．Illパ怖の脱念を作っていたとIll心われる。故に、人の意とし

て川いる'Jとが少なかったのであろうと考えるのである。しかし、
4J 

現代に於て、¢"」は人を表わすのが許通である。しかも敬窓的説 令 I二 I-I二十 十 十 -1-+ ---1---+ -1-
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o
i
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ケ
ッ

ふ
月

第

9、.,.
) Ill 

．． 
.
I
 

り
ー
ーヽ．． 

念
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
散
心
瀬
岐
の
法
期
に
よ
る
も
の
と
111
心
わ
れ
る
。

弟
一
の
川
法
及
び
初
四
の
川
込
に
つ
い
て
の
り
寮
は
、
第
二
卒
と
関
述
し
て

い
る
の
で
、
第
二
沿
よ
ば
述
べ
る
。

第
一
京
で
、
萬
虻
集
の
歌
に
お
け
る

r"」
の
川
払
に
つ
い
て
、
分

m、
投
J

寮
し
て
み
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
、
“
小
品
・

11
木
内
紀
・
風
士
品
の
歌
に

於
け
る
「
者
」
の
川
法
と
比
校
ー
、
む
寮
す
る
。

古
事
記
•
H

本
柑
紀
・
風
土
品
の
「
名
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
歌

揺
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、
古
事
品
・
風
士
心
に
そ
れ
ぞ
れ
一

i11
ず
つ
あ
る

の
を
除
い
て
は
、
全
く
使
川
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
「
明
ら
か
に
歌
誦
と

品
め
ら
れ
る
も
の
」
と
限
定
し
た
の
は
、
歌
謡
と
認
め
る
か
否
か
で
問
題
の
あ

る
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
「
行
」
が
使
JIJ
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
間
題
と
な
る
も
の
を
次
に
あ
げ
る
。

w此
叫
歌
曰
、

中
陀
能
多
加
紀
阻
志
瓜
和
那
波
利
和
代
附
部
孜
志
訟
蔽
佐
夜
良
受

（
中
略
）
杵
儒
志
夜
胡
志
夜
此
か
閲
牝
塙
會
。
皿
吠
加
。
阿
阿
g

．． 

忠
夜
胡
志
夜
此
者
嘲
吹
名
也
。
（
古
ャ
記
一
在
ハ
頁
）

何
為
＞
詠
日
、

喜
之
、
我
夫
子
之
、
取
似
、
於
灰
JJ
之
手
生
、
悲
株
、
其
絣
か
‘

成
一
赤
幡
ー
、
立
赤
幅
、
見
布
五
十
屈
（
下
略
）
（
古
事
記
三
二
四
頁
）

り
為
ふ
主
壽

-Fl
、
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速
鳥
云
目
何
速
烏

（
播
磨
国
風
土
記
四
八
四
頁
）

い
は
、
叫
ら
か
に
歌
謡
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
「
者
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る

例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
用
例
は
、
歌
謡
の
祁
分
で
は
な
く
、
上
の
「
志
夜

胡
志
夜
」
を
説
叫
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
来
な
ら
ば
小
文
字

で
叩
9

か
れ
る
べ
き
注
で
あ
ろ
う
。

⑲
を
歌
謡
と
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
あ
っ
て
、
定
説
ば
な
い
。

そ
こ
で
、
J
l
l
字
法
の
面
か
ら
み
る
と
、
古
打
氾
、
日
本
内
紀
、
風
土
氾
に
見

え
る
他
の
歌
晶
す
べ
て
が
一
字
一
音
式
仮
名
表
記
で
あ
り
、
「
者
」
使
川
の
例

が
全
く
な
い
。
ま
た
、
歌
謡
表
記
と
し
て
⑲
は
「
詠
」
を
川
い
て
い
る
。
し
か

し
、
第
三
表
の
如
く
、
古
事
記
に
於
て
他
の
歌
謡
に
は
す
べ
て
「
歌
」
が
使
川

さ
れ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
顕
宗
天
咆
の
名
宜
り
の
場
面
で
あ
り
、
祝

詞
・
宜
命
的
色
彩
が
強
い
。
よ
っ
て
、
一
般
の
歌
謡
と
は
異
灯
の
も
の
で
あ

り
、
同
列
に
は
お
き
難
い
。
以
上
、
①
一
字
一
年
11
式
表
氾
で
は
な
い
②
「
行
」

を
使
用
し
て
い
る
⑥
「
歌
」
表
記
で
は
な
い
④
名
宜
り
の
部
分
で
あ
る
、
こ
と

か
ら
⑲
を
歌
揺
と
は
認
め
難
い
。

鉗
立
稚
室
必
根
兜
立
柱
れ

御
心
之
林
也
（
下
略
）

⇔
詰
之
日
、

倭
者
彼
彼
茅
原
浅
芽
原

紺
神
祖
雌
歎
然
謁
日

愛
乎
我
胤
趾
哉
神
宮
（
巾
略
）
遊
楽
不
窮
者
（
常
陸
国
風
土
記
四

0
頁）

9
唱
曰

住
吉
之

大
倉
向
而

．
 

飛
名
許
會 弟

H

僕
是
也

＾ Ir 

” 
'-' 

゜

此
家
長
御
心
鉗
也
取
朋
棟
梁
者
此
家
長

（
日
本
丙
紀
上
・
五
―
―
―
―
頁
）

第
三
表

r' 
付
”

一

歌

i

一｀

三

ニ

―

―九七一

廿
本
得
紀

一
風
土
記
一
―
―
―
-

節

_Q_j』し— .0 ---・ 

I~J~ ぶ―-ニ__Q __  

I 11/¥ 
旦ニ―__Q_1 

ず小

_Q_jニ'-Iー。ー1- -

乱
立 lニーI_Q」_

11 

。
―
ニ
―
―
―

壬
二
八

o＿
二
〇

（
注
）
歌
謡
数
は
古
代
歌
謡
集

(
H
本
古
典
文
学
大
系
土
栢
党
校
注
）
の
分

類
に
よ
る
。

り
⇔
紺
に
つ
い
て
も
⑲
と
lUJ
じ
flt111で
歌
誦
と
は
認
め
難
い
。

り
は
、
明
ら
か
に
歌
で
は
あ
る
が
、
一
字
一
北
＂
式
表
氾
で
は
な
く
、
「
者
」

を
使
川
し
て
い
る
↓
と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
ば
風
土
記
の
逸
文
に
み
え
る
も
の
で

あ
る
。
逸
文
の
性
格
上
、
喰
録
行
や

T
録
時
期
な
ど
す
べ
て
不
叫
で
あ
る
。
風

土
品
に
於
け
る
他
の
歌
揺
が
す
べ
て
一
9
-
5
1
1
式
表
品
で
あ
り
、
「
者
」
使
用

例
が
無
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
歌
を
そ
れ
ら
と

M
様
に
扱
う
こ
と
は

111来
な
い
。

よ
っ
て
、
り
も
、
こ
の
漱
で
扱
う
凪
士
出
歌
揺
に
は
人
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

以
上
、
「
若
」
字
使
川
の
間
題
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
考
寮
し
て
き
た
。
結

論
と
し
て
は
、
何
れ
も
歌
謡
と
は
認
め
難
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
事
記

.u本
内
紀
・
風
土
記
の
歌
謡
に
は
、
「
者
」
字
使
川
は
一
例
も
な
い
の
で
あ

る。
疵
業
集
の
歌
に
於
け
る
「
名
」
字
使
川
の
頻
度
を
及
に
示
す
と
第
四
表
の
よ

う
に
な
る
。

歌
謡
表
品

,t ,,;.、

IJ 
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使
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歌
数
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使
翡
度
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数
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八
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／
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＿
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／
／
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第
四
火

□ !f:f1il 
九：叫，
ノ・,1--1 A I 1'り・)L

―---:---.. ―_, __ 
茎I I-::=: i 
~I. (:> I~- 号が
三四！八じ三
--- ・---, —····•·. 一・

I 

~I I七六
六 I―fi. . し．六

I 
じ1

八:= I --
七 JLLJ

. I・. → . .-き
六，三 lo五．

ユ ー ・・—.. •·• 一

総
歌
数
四
五
一
六
VII
に
対
し
て
、
「
行
」
使
Ill
の
歌
は
一
六
九
六
竹
で
一
二
五

•
一
二
％
に
あ
た
る
。
＋
1
1小
記
・
1
1
本
掛
紀
・
風
十
記
の
歌
~
に
一
例
も
無
い
こ

と
を
芍
え
る
と
大
変
な
相
異
で
あ
る
。
ま
た
、
使
JIJ
頻
度
の
多
い
咎
と
し
て

霜
＇
）
巻
一
・
ニ
・
三
•
四
•
六
・
七
・
八
・
九
・
十
・
十
一
・
十
ニ
・
十
三

・
ト
六
・
十
九
、
極
め
て
少
な
い
を
と
し
て

(
4
)
務
五
・
十
四
・
十
五
・
十

七
・
十
八
・
ニ
十
、
に
分
け
ら
れ
る
u

ト
11
れ
泌
・

11
本
内
紀
・
風
土
記
の
歌
誦

は
、
す
べ
て
一
字
一
如
11
式
表
品
で
あ
る
。
そ
こ
で
両
群
の
仮
名
表
出
を
潤
べ
て

み
る
と
、
（
乙
）
群
は
ど
の
在
も
一
字
一
此
11
式

K
出
が
圧
倒
的
に
多
い
。
第
四

表
下
段
は
、
言
11
全
体
が
一

9
ば
11
式
火
品
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

‘
-
9
．
粁
の
表
品
法
に
は
「
行
」
を
殆
ど
使
川
し
な

か
↓
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
く
と
も
、
古
れ
記
・

11
本
内
紀
・
風
土
記
の
頃
ま

で
は
、
一
字
一
・
汁
式
火
出
に
「
れ
」
は
使
川
さ
れ
な
か
っ
た
と
「

．．
 

い
え
る
。

し
か
し
、
腐
佗
犯
に
は
、
一

h
」
を
一
9
-
5
1
1
式
よ
品
に
使
川
し
て
い
る
例

が
一
例
あ
る
。
第
一
911
も
の
べ
に

5"111為
々
寸
（
一
六
・
三
八

0
0
)
」
の

例
で
あ
る
。
だ
が
、

K
代
に
於
け
る
字
北
11

仮
名
と
し
て
は
、
第
五
よ
（
陥
）
に

見
IJ
如
く
「
渡
」
「
姿
」
が
広
く
川
い
ら
れ
て
い
た
。

-8-



以
上
の
よ
う
に
、
低
節
集
の
歌
に
お
け
る
「
者
」
に
つ
い
て
川
法
を
分
類
し
、

ま
た
、
古
事
品
•
H

本
讃
紀
・
風
土
出
の
歌
油
と
比
校
し
お
寮
し
て
み
た
。

寓
鉗
集
の
歌
に
於
け
る
「
者
」
字
に
は

①
助
詞
を
表
わ
す
川
法

③
叩
訳
文
の
不
詠
助
字
と
し
て
の
JtJ
法

③
'
八
及
び
生
命
あ
る
も
の
を
必
わ
す
形
式
名
詞
と
し
て
の
川
法

④
字
音
仮
名
と
し
て
の
Jtl
法

k
1
 

命

「
波
」
「
姿
」
に
対
し
「
者
」
が
字
背
仮
名
と
し
て
殆
ど
用
い
ら
れ
て
い
な

い
の
は
、
前
名
は
朔
字
七
＂
と
し
て
「
ハ
」
「
バ
」
音
を
打
し
、
後
者
は
有
し
て

い
な
い
の
に
枯
く
も
の
と
111
心
わ
れ
る
。
即
ち
、
「
者
」
を
「
ハ
」
と
訓
む
に

は
、
最
初
陪
文
の
用
法
に
そ
の
ま
ま
従
っ
て
用
い
て
い
た
の
を
、
助
詞
「
ハ
」

を
表
わ
す
も
の
と
し
て
川
い
る
よ
う
に
な
り
、
迷
に
「
ハ
」
立
11
を
表
わ
す
字
七
＂

仮
名
と
し
て
川
い
る
に
全
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
者
」
が
「
こ
と
訓
ま
れ

る
に
至
る
に
は
、
長
い
厭
史
が
必
要
で
あ
っ
た
。
古
事
記
•
H

本
困
紀
・
風
土

記
の
字
音
表
記
に
「

ti」
が
使
川
さ
れ
て
い
な
い
の
は
「
ハ
」
音
を
表
わ
す
段

階
に
ま
で
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
萬
策
集
に
一
例
み
え
る
の
は
、

よ
う
や
く
「
ハ
」
年
11
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
守
心
識
さ
れ
始
め
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
一
例
の
み
で
あ
り
、
殆
ど
が
助
詞
を
表
わ
す
川
法
に
使
川
さ
れ
て

い
る
の
を
考
え
る
と
、
⑨
の
段
陪
か
ら
⑥
の
段
附
へ
移
向
す
る
先
が
け
と
な
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
「
放
」
「
姿
」
の
如
く
、
広
く
川
い
ら
れ
る

ま
で
に
は
、
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

T
I
 

々
d
^

論

-、,'

• 
.』,．
•J 

の
四
つ
の
用
怯
が
あ
る
。
①
②
ゆ
の
川
法
は
、
悦
文
に
於
け
る
川
法
に
料
を
発

l
．
④
の
用
法
の
み
が
牧
旧
独
．
H
の
「

ri」
の
JIJ
い
方
と
．
＂

．．
 

＂える。

字
行
仮
名
川
法
は
、
必
虻
集
に
一
例
あ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
前
の
文
献
に
は

み
ら
れ
な
い
。
「
名
」
は
、
漢
文
に
於
け
る
口
＂
」
の
川
法
↓
助
詞
を
火
わ
す

川
汰
↓
字
音
仮
名
の
川
法
、
の
耗
綽
を
辿
っ
に
も
の
と
思
わ
れ
る
。
故
に
、

沿
n
」
が
字
5
n
仮
名
と
し
て
使
川
さ
れ
て
い
る
の
は
、
使
川
さ
れ
て
い
な
い
の

に
比
し
て
時
代
が
祈
し
い
と
い
え
よ
う
。

成
兜
隼
に
於
て
は
、
助
詞
を

K
ゎ
す
川
法
に
蚊
も
多
く
川
い
ら
れ
て
お
り
、

字
正
11
仮
名
の
例
が
一
例
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
に
は
「
名
」
の
耽
休

が
平
が
な
の
「
は
」
と
し
て
使
IlJ
さ
れ
る
に
全
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
廊
船
期

は
沿
口
」
使
用
に
於
て
の
過
度
期
に
あ
っ
た
と
．
．

’
•
1
1
え
よ
う
。

(
i
l
)
ャ
＂
紀
に
見
え
て
ゐ
る
「
'
/
]
」
字
に
つ
い
て
（
ム

11
北
帝
國
文
政
学
部

文
学
科
研
究
年
恨
第
一
輯
）
熊
本
な

f
大
学
卒
論
『
35
古
打
記
に

お
け
る
「
打
」
，
f
の
川
法
に
つ
い
て

13
大
料
條
子
』
『
3
5
H
本
柑

紀
に
於
け
る
「
h
」
字
に
つ
い
て

Blhi111
ト
ミ
子
』
に
引
川
さ
れ

て

い

る

の

を

参

照

し

た

°

・

(
i
t
2
)
I
J
本
古
典
文
学
大
糸
萬
鮒
集
一
二
の
州
汎
参
照
）

（注
3
)
し
か
し
、
一
般
性
の
あ
る
小
柄
と
し
て

t

．．
 

り
う
と
き
に
川
い
る
形
式

名
詞
「
奈
良
麻
‘
乙
け
能
乎
（
五
・
八
六
四
）
の
類
は
多
数
み
ら
れ

る。

な
杓
文
献
（
底
本
と
し
て
使
川
し
た
も
の
だ
け
あ
げ
て
お
く
。
他
は
略
す
）

ー
、
萬
狛
集
本
文
篇
（
佐
竹
・
木
下
・
小
島
根
灯
塙
汎
妙

2
、
11
本
古
典
文
学
大
系
古
小
品
祝
団
（
府
妓
Itir
店）

3
、

I

I

I

I

本

"Ir紀
上
下

(

I

I

)

凪

t
ぶ

（

）
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